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PODガイドブック E-ラーニングシステム 

（座・学而） 

THE GAKUJI 

“THE GAKUJI”とは、 ―２０１４年５月に発刊された「POD ガイ

ドブック」の学習に寄与することを目的として開発された E-ラーニング

システムの開発コードネームです。もっとも公的な名称でなく私的なもの

であり筆者にとって愛称のようなものです。 

開発は昨秋から始まり、本年３月中は全国の所属員やメーカー各社の御協力を得てシステム全体の検証を

行います。予定では５月中旬以降にリリースし、組合員の方々にも御参加いただけるものと思います。それ

に先立ち、簡単に本システムの本質を紹介いたします。 

気付かれた方も多いでしょうが、コードネームの謂れは孔子の論語第一編の「学而第一」に由来します。

論語全２０編のうちのその第一の位に在り、その第一篇第一章の最初の二文字「学而」が原典です。 

朱子は「この一編を明らかにすれば、あとは自然に暁
さ と

り易い」と言っています。論語は学ぶ者の心構えか

ら始まっていると言えます。 

学而時習之  不亦説乎 （学びて時に之を習う、また説
よろこ

ばしからずや） 

有朋自遠方来 不亦楽乎 （朋あり遠方より来る、また楽しからずや） 

人不知而不慍 不亦君子乎（人に知られずして慍
いから

ず、また君子ならずや） 

私たちは、物事を身につける時に学習をします。学習は二文字よりなる熟語です。その真の意味は「学」

と「習」に分けてそれぞれの漢字の意味を考えると理解できます。改めて言うまでもなく当たり前のことで

すが振り返ってみます。 

「学」とは、「先生から知恵を授かり、それを自分のものにする」ということです。「習」とは、「いくえに

も重ねる。広く、なんども重ねて身につける」という意味です。（藤堂明保編「漢字源」より） すなわち、先生

から教えていただいたことや、読んだ教科書を何度も繰り返して学んで身につけるということが『学習』と

いう熟語の『本義』です。「学而時習之 不亦説乎」、論語の智恵を本義として話を進めます。 

本 E-ラーニングシステムは、POD ガイドブックを読んでいただいていること前提としています。しかしま

だ読んでいない人も、このシステムを利用することによりガイドブックを読まれることを期待します。ただ
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し読むだけで理解や技術が深化するものではありません。また読んだけれど理解の浅い箇所は必ず残るもの

です。「学」んだ内容を確実にするために繰返し読むことが重要です。本システムによって、自分の不理解個

所や誤解箇所が簡単な問いに答えることによって明確になります。その場合は本書の指定された頁を読み直

す指示がでてきて解決されます。この繰り返し、すなわち「習」によって POD が骨髄に沁み込むのです。「学

習」の効果です。 

“THE GAKUJI”は、学び習い、習いて学ぶことを目的としています。PC に向かって「座」し、時間や

場所の制約から解放され、容易に自己評価ができて学ぶことができる仕組みです。 

『座・学而』といわれる所以であります。 

５月、日本複写産業協同組合連合会の監修により「POD ガイドブック」が上梓されました。（ワークスコー

ポレーション社によって発刊されましたが、本年１月１日に親会社ボーンデジタル社に吸収されました） 出版後半年を

待たずして、初刷 3000 冊のうち 2800 冊は賛助会員様を含む業界内にひろく行きわたりました。北海道から

沖縄まで、各社の活用の状況と評価が耳に届きます。難しいけれど今後の事業の示唆に富むものと、総じて

高い評価をいただいています。発刊に携わったものとして望外の喜びであり、まことに嬉しく有難く存じま

す。本書の目的は業界への POD 事業の啓発、その技術の平準化と高度化にあります。そしてそれらを前提と

して、オフィスや社会で当たり前のように POD 技術が活用される文化の萌芽と定着を目指しています。POD

文化の創造が目的です。日本複写産業協同組合連合会や近畿複写産業協同組合においては、市場拡大に向け

て所属員企業への教育、メーカー各社との協業、さらには物価誌との交渉などの諸活動を推進してきました。

しかし POD 事業の将来から見るとそれは種蒔きに過ぎません。もちろん種を蒔き育てるから花が咲き実を結

びます。今後とも各社個々の活動は継続しなければなりません。そのうえに POD 文化が社会に定着し成長す

れば、複写業界にとって大いなる追い風となり、業態革新さらには業界進化を推進するパワーになります。

本書は、内に向かっては事業の薦めと技術の指針であり、外に向かっては POD 文化を育てる道具です。私た

ちにとって、新規事業としての POD 事業の価値は計り知れないものがあります。そのアプローチの第一歩が

POD ガイドブックでした。その第一歩をより確実にし、さらに第二歩へと自信をもって前進するために「POD

ガイドブック E-ラーニングシステム」が開発されました。その開発コードネームが“THE GAKUJI（座・学

而）”でした。実証実験の結果を４月中にフィードバックして、より洗練されたシステムへと改善してまいり

ます。私達の組合員には必ずテキストであるガイドブックは御手許に１冊はあります。それがあれば十分で

す。あとは自らを成長させる意志だけです。 
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５月連休明けのリリース予定です。いま暫しお待ちください。そ

の間、POD ガイドブックをお読みください。E-ラーニングシステム

に挑戦する準備をしてください。 

近畿複写産業協同組合 

理事長 楠本雅一 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものづくり・商業・サービス革新補助金 公募説明会 

前回の複写ニュースでもお知らせしましたが、平成26年度補正予算において「ものづくり・商業・サービス革新補助金」

が交付されます。 

対象は認定支援機関（次頁参照）に全面バックアップを得た事業を行う中小企業です。 

1.事業概要 

国内外のニーズに対応したサービスやものづくりの新事業を創出するため、認定支援機関等と連携して、革新的な設備

投資やサービス・試作品の開発を行う中小企業を支援します。 

2.公募期間 

受付開始：平成 27年 2月 13 日（金） 

締  切：平成 27年 5月 8日（金）当日消印有効 

申請書は申請する類型によって 3種類に分かれています。それぞれの申請書様式は （WORD 形式） 

 「革新的サービス」は http://www.tri-osaka.jp/maido/Shinseisho_H26_1_service.docx  

 「ものづくり技術」は http://www.tri-osaka.jp/maido/Shinseisyo_H26_1_mono.docx 

 「共同設備投資」は http://www.tri-osaka.jp/maido/Shinseisho_H26_1_kyoudou.docx からダウンロードして下さ

い。 

※申請は、電子申請、または大阪府地域事務局あて郵送 

※申請書送付先 

補助事業実施場所が大阪府内の場合 

大阪府地域事務局（大阪府中小企業団体中央会 ものづくり中小企業支援室） 

〒540-0029 大阪市中央区本町橋２番５号 

TEL：06-6947-4378  FAX：06-6947-4379 

受付時間 10：00～12：00、13：00～17：00/月曜～金曜（祝日除く） 

補助事業の実施場所が大阪府以外の場合 

実施場所の各都道府県中小企業団体中央会 

＊奈良県中小企業団体中央会 〒630-8213 奈良市登大路町 38-1 
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TEL：0742-22-3200 FAX：0742-26-0125 

＊和歌山県中小企業団体中央会〒640-8152 和歌山市十番丁 19番地 Wajima 十番丁 4階  

TEL 073-431-0852 / FAX 073-431-4108 

＊兵庫県中小企業団体中央会 〒650-0011 神戸市中央区下山手通 4-16-3 兵庫県民会館 3階 

TEL：078（331）2045／FAX：078（331）2095 

＊京都府中小企業団体中央会 〒615-0042 京都市右京区西院東中水町 17番地 京都府中小企業会館 4F 

TEL：075-314-7131 / FAX：075-314-7130 

＊滋賀県中小企業団体中央会 〒520-0806 滋賀県大津市打出浜 2番 1号 コラボしが 21 5 階 

TEL: 077-511-1430 / FAX: 077-525-5537 

※認定支援機関等 

中小企業庁 HP 「経営革新等支援機関一覧」 

http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/kakushin/nintei/kikan.htm をご確認下さい。 

 

他にも平成 26年度補正予算及び平成 27年度においても中小企業を対象に色々な予算がとられています。 

詳しくは、中小企業庁 HP http://www.chusho.meti.go.jp/koukai/koubo/index.html をご覧ください。 

 

昨年度との変更点は 

1.補助対象事業において本事業では「革新的サービス」、「ものづくり技術」「共同設備投資」の 3 つの類型が有ります。

その中で「革新的サービス」について、「1.一般型」の他に「2.コンパクト型」が設定されました。 

コンパクト型は 補助上限額 700 万円 補助率 2/3 設備投資は不可。 

但し「機械装置費」を計上する場合、補助対象経費で総額 50万円（税抜）未満に限り対象となります。 

他には、協同組合向け支援もできました。 

 

この事業の特長は 「如何に 他社と差別化し自社を強化するか」を出せればよいものです。 

昨年採択された事例が ＨＰに載せられていますので是非参考して下さい。 

また、近畿複写産業協同組合の組合員様 3社位が集まれば 組合向けに説明会を開催して下さるとのことですので 

今回説明を受けられなかった組合員様で説明を希望される場合は組合事務局までお知らせください。 

又、前年 前前年の傾向として年二回行われる公募ですが、先の公募時に申し込まれる方が採択されやすい傾向にある

様です。 

応募を考えられておられる場合先の期間での応募をおすすめ致します。 

 

ご報告 近畿複写産業協同組合 ビジョン 

大阪府中小企業団体中央会によります、協同組合向け支援が終了しました。 

本日 お送りしております、近畿複写産業協同組合 ビジョンをご一読下さい。 

これは次世代の価値創造に向けて近畿複写産業協同組合がなすべきことにつ

いて過去を振り返りながら作成しました。 

今後は組合員様皆様のご意見ご協力を頂いて進めていく必要があります。 

また、具体的な活動については、今後、企画の見直し、再検討を行い、具体化

させていきたいと考えています。 

皆様のご意見、またお力添えをいただきたく、よろしくお願い致します。 

http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/kakushin/nintei/kikan.htm
http://www.chusho.meti.go.jp/koukai/koubo/index.html
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2015.冬 南から北まで     小野 文菜 
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第８回 ゼロックス製品紹介販売キャンペーン 

期間 平成２７年１月１日から平成２７年３月３１日 

賛助会員である、富士ゼロックス㈱様の製品（資料記載機種）をご導入頂いた場合、組合員様には特別ご支援させて頂

くキャンペーンです。 

詳細は、組合員様担当営業、又は送付済み資料（1月 25日付）をご覧頂くか、組合事務局までお問合せ下さい。 

組合事務局担当者より詳しいご説明をさせて頂きます。 

 

「第 52 期通常総会・懇親会」のご案内 

日 時  平成 27年 6月 3日(水)  午後 3時より午後 5時｢総会｣ 

午後 6時より午後 8時「懇親会」 

場 所  ラグナヴェール プレミア  

大阪市北区梅田 3-1-3 ノースゲートビルディング 28F 

御案内を５月８日情報定期便にて 改めてお送りいたします。今年度は、役員改選の年でもあります。 

どうぞ 総会より御参加頂き、次年度事業をご一緒位ご審議頂きたいと思います。 

又その後の懇親会では次年度の役員紹介や新事業のご報告もございます。次年もご一緒に組合事業を盛り立てて頂くべ

く、ご予定の程 よろしくお願い申し上げます。 

大阪府火災共済協同組合２・３月は、代理所強化月間です。 

詳しい内容についてのお問い合わせは、組合事務局迄ご連絡下さい。 

近畿複写産業協同組合が代理所を務めます、大阪府火災共済協同組合の集団扱制度を利用した保険です。 

他に例を見ない、単独で加入できる地震保険を始め色々な商品の取扱いがございます。 

詳しい内容をお聞きになりたい方は組合事務局までご連絡下さい。詳しい担当者を派遣させて頂きます。 
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                            今回のテーマは”初春を感じて頂く”です。 

                              

ほっと一息       桜もち（関西風）。 

 

 

材料（8個分） 

1.桜もちの粉（道明寺粉） 100ｇ 

2.水 200ｃｃ 

3.砂糖 40ｇ （和三盆・とうきび・三温糖等が好ましいが無ければ上白 

 糖・グラニュー糖でも可） 

4.食用色素(赤) 少々 （道明寺粉が色つきなら不要） 

5.食用色素を溶かす水 少々  

6.小倉餡 120ｇ～180ｇお好みの量（粒あんでもこし餡でも可。こし餡に 

小豆粒を混ぜても可）  

7.桜の葉 8枚 （生の葉でもビニルでも可） 

8桜の花（あれば：飾り用） 8個 （無くても可） 

※道明寺粉が無い場合もち米を蒸して使用しても可能です。 

餅米もない場合食感は異なりますが白米でも出来ます。有る材料でお試しください。 

作り方 （制作時間約 40分） 

1.少量の水で食用色素を溶き、色水を作る。 

2.鍋に水と砂糖を入れて沸騰させる。 

3.火からおろして道明寺粉を入れてよく混ぜ、少量の水で溶いた色水を濃さを見ながら入れる。   

心持薄い目が、品よく仕上がる。 

4.濡れ布巾をかけて 30分ほど蒸らす。 

その間に餡を 8等分し丸めておく。 

 

 

 

5.蒸らした道明寺粉を 8等分し、手の上で伸ばし、餡を乗せ餡が見えなくなるように丸める。 

 

 

 

 

 

 

 

6.桜の葉で包む。有れば桜の花を飾れば出来上がり。 

桜の葉や花は水洗いしよく水けを切って

置きます。花を葉の上に飾ればより春らし

いですね。 
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組合日誌 

平成 27 年 1 月 14 日第 564 回理事会を開催しました。  

1.報告事項（各担当理事）       

１― １ ．第 563 回理事会議事録の報告 

１－ ２ ．12/16 情報交換会及び懇親会の件 

組合員２２名役員合わせて２７名の参加でした。河村理事にオンデマンドラベルを使った事業の事例をご紹介頂きました。 

参加人数も多く重ねて御参加頂く方も増えました。懇親会でも顔見知りが増えたのでこちら側から仕掛けずとも和気藹藹と懇親され

ています。今後とも定期的に趣向を凝らして続けていきたいです。  

１－ ３ ．トップオフィス訪問の件  

１２月２４日楠本理事長・藤島相談役・小野事務局で訪問しました。トップオフィス様はコニカミノルタの特約販売店でしたがコニ

カが自社で販売やメンテナンスを行うようになりトップ様を通して機械の購入をするメリットが無くなってきました。それにより組

合員様とかかわりが持てなくなったので賛助会員として加入しているメリットが薄れましたので賛助会員を脱退したいとのことです。

しかしながら社長様が３０代との事で賛助会員としての立場ではなく組合員として複写業にかかわり、情報を得てもらう方法を進め

ました。当月末に藤島相談役が組合員加入の資料を持参下さいます。 

１－ ４ ．官公需適格組合 水道部他訪問の件 

官公需適格組合のパンフレットデータが送られてきたので印刷し、１月１３日藤田理事・藤島相談役・小野事務局とで水道企業団と

契約室を訪問しました。広報に利用できるようにボールペンも３０本同送されてきたので一緒にお渡ししました。昨年通りの方法の

取引となるので、４月からの声をかけて頂く組合員様を募り名簿を提出します。 

１－ ５ ．事務局より報告 

＊懇親ゴルフコンペ収支の件 理事会・忘年会費用の組合負担額は 391，720 円です。ゴルフ費用の組合負担額は会費を差引し 113，

540 円となる予定です。朝食費用については各自負担としましたが 1，480 円請求に含まれていました。 

＊総会・懇親会開催日の件(６月３日) 平成２７年の開催予定日を６月３日とします。場所はラグナベールプレミアです。 

＊賛助会員担当者変更の件 資料のように担当者が変更になっています。手持ちの名簿を差し替えて下さいキヤノンＭＪの担当者は名

古屋在勤ですが、大阪在勤の竹内様、Ｓ＆Ｓの上野様にサポートして頂けるそうです。 

＊大阪府中小企業団体中央会支援 12/10 について 新たに資料には参加者のコメントを掲載しています。あと２人の提出待ちです。 

今後まとまりましたら、組合員へ資料を提供したいと思います。内容についてはご確認頂き校正をお願い致します。      

＊日笠理事支援の件 日笠様はＮＰＯ法人文化交流を担当されています。そこで協賛されている事業について組合としても協力をし

ます。１/１情報定期便には既にご案内を送りましたが、１月下旬に正式なパンフレットが完成するとのことですので再度パンフレ

ットに日笠様の案内文を添付し 2 月 10 日の情報定期便にて案内したいと思います。 

＊デジタルカメラ及びボイスレコーダー購入の件 関様のアドバイスの元、キヤノンパワーショットＳＸ700ＨＳを実質税込 19，200

円にて購入しました。ボイスレコーダーについては充電電池を交換しましたら使用可能でしたので買い替えは取りやめました。 

２.協議事項（各担当理事） 

２－ １ ．新年互礼会の件 

＊本日１名追加になり参加者数は組合員(役員含む)40名賛助会員 37名招待者 3名事務局 2名の合計 84名となり昨年と同数になりま

した。 

＊次第としてはリコージャパン社長佐藤様がお越しくださいますのでご来賓として中央会様の後にご挨拶を頂戴します。その後賛助

会員挨拶、乾杯の発生を例年通りの順番で行い、歓談後ご挨拶頂いていない賛助会員様に一言ご挨拶を頂戴し、大抽選会のくじを

引いて頂きます。その後福味様の閉会の挨拶にて終了です。 

＊抽選についてですが賞品は 1 位タブレット 2 位サイクロン掃除機 3 位機内持込型スーツケース飛び賞がＩＨ卓上コンロ その他賞

1 にケーキセットその他賞 2 にヒマラヤ岩塩セットを合計 84 個用意し、費用は税込 203，023 円となりました。抽選方法は昨年通

りとし、席札に各自抽選番号を配してあります。日笠様田中様には賞品渡しのお手伝いをお願い致します。 
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２－ ２ ．「富士ゼロックス製品紹介販売キャンペーン」実施の可否の件  

1-3 月の期間販売キャンペーンを実施します。対象機械については資料を確認頂き理事の方々にもこの機会にご購入を検討下さい。 

３．１１月分会計報告  

昨年度と比較し副資材の売上そしてそれに伴い仕入が大幅に減少しています。教育事業収支はＢＳＣ研修等の費用が創出されてい

ます。販管費において 11 月は事務局 3 人態勢の為人件費関係が増加しています。当月では年度末の収支は予想できかねます。 

４．その他  

事務局にて使用中のＦＸ製コピー機について消耗品等の生産終了後 7 年以上経過していますので消耗品・部品の確保が難しくなっ

てきたとの案内がありました。来年度の予算に機械購入を揚げたいと思います。 

平成 27 年 2 月 26 日第 565 回理事会を開催しました。  

1.報告事項（各担当理事）       

１― １ ．第 564 回理事会議事録の報告 

１－ ２ ．トップオフィス様賛助会員脱退の件 

      昨年末に楠本理事長・藤島相談役・小野で訪問後、3 度藤島相談役が訪問し組合加盟をお勧めたが断

られましたので、今年度末を以って賛助会員を脱退されます。 

１－ ３ ．日本ＨＰ㈱西日本支社訪問の件 

      日本複写産業協同組合連合会において、ＰＯＤ本作成時協力して頂いた。また、直販をしていない為

エンドユーザーの声が聞こえにくいそうだ。複写連においては賛助会員に加盟頂いた経緯もあり、西

日本支社においても同様に活動をお伝えし、近畿複写産業協同組合賛助会員加盟を勧めた。 

１－ ４ ．ＰＯＤＥラーニング問題集無料モニターの件 

      日本複写産業協同組合連合会では表題のモニターを募集しています。期限は 2 月 28 日迄。 

      モニター総数は 50 名、その内 20 名は各メーカー、（ゼロックス・リコー・キャノン・コニカ各 5 名）

10 名は近畿複写産業協同組合へ割り当てられています。本格版は 5 月中旬以降開始予定。有料（3-4

千円）。目的はＰＯＤガイドブックを読んで頂く事。お申し込みは楠本理事長へ連絡頂くか直接パン

フ記載アドレスへご連絡ください。 

１－ ５ ．事務局より報告 

＊新年互礼会収支の件収入 80 万支出 945，775 円差引組合負担 145，775 円です。 

＊八松さん結婚祝電お礼  

2.審議事項 

２－ １． 桜井㈱様賛助会員脱退の件 

      田村コピーでは桜井様とお付き合いが有るので一度事情確認をして頂きます。 

２－ ２． 大阪府中小企業団体中央会支援について寄付金受領の件及び報告書組合員配布の件 

      ＊この支援において組合へ 2 万円片山氏へ 1 万円の支援金を頂けるとのことです。       

＊表題「事業計画書」をビジョンに変更し 3/10 情報定期便にて発送します。 

２－ ３． 次年度役員改選に伴う会議提案の件 

      3 月 18 日理事会開催前 1 時間において今期理事活動反省及び次期役員推挙について話し合います。 

３．１２・１月分会計報告 

      共同購買事業の減少・人件費・有馬理事会・接待交際費用の増加に伴い 3 月末 50 万情報繰越金戻入

後、約 70 万の赤字となりそうです。 

４．その他 富士ゼロックス役員研修会日程の件（平成２７年７月２４日（金）～２５日（土）） 

      ７／２５（土）有馬ロイヤルゴルフクラブにて懇親ゴルフ予定 米山様ご欠席、大阪、京都、兵庫各

支社長ご出席予定により昨年同様 4 組の予約済です。各理事におかれましてはご予定の程宜しくお願

い致します。議案事項によりますが本年度は役員研修会前に理事会を行います。 
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編集後記 

皆さん、今 価値を高めている３Ｄプリンター、何処の国で生まれたのでしょうか。大方 

の人は、米国生まれと思っていませんか。私も米国生まれと信じ切っていました。実は何と 

日本生まれだったのです。３５年前名古屋工業研究所で生まれたこの３Ｄプリンターは、開発者 

以外からは何の価値をも認めて貰えず、研究はそこで頓挫してしまったそうです。そして数年のち 

米国のＩＴ企業やＭＩＴなどで商品化され、「誰もがメーカーになろう！」を合言葉にどんどん 

進化して行ったそうです。実に教訓めいた話ではありませんか。今、日本の製造業では、再びの 

技術立国を目指し、眠っている技術情報の再考察が起こりつつあるらしいです。（記・桑田） 

先日オープンウォーターダイバーの資格を得る為串本の海を潜ってきました。気温は 15 度と暖か 

くそろそろ海の中は春濁りがはじまったかのような感じ。少しずつ春らしくなって来たのではな 

いでしょうか？そんなことから今月号のほっと一息は初春を感じて頂ける様、桜もち（関西風） 

にしました。薄いピンク色に優しい春を感じて頂ければと思います。餡の量をお好みにして 

頂けるのも手作りならでは！ぜひ美味しい煎茶と一緒に召し上がれ～（記・小野） 
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